
No.

53
2008年 

2008年11月 
発行 

9月定例会 

ちゃたん町 ちゃたん町 
議会だより 議会だより 

ニライ消防職員による水難事故防止の正しい小学生水泳教室（北谷第ニ小学校） 写真提供：広報ちゃたん 

……………2P̃5P

……6P̃7P

………11P

………12P̃19P

平成19年度決算審議 

議会だよりアンケート調査結果 

いっぱん質問 

平成19年度決算審議 

議会だよりアンケート調査結果 

F-15戦闘機の深夜・早朝離陸等に抗議・意見書！！！！ F-15戦闘機の深夜・早朝離陸等に抗議・意見書！！！！ 
12人が 
  登壇！ 
12人が 
  登壇！ いっぱん質問 



ちゃたん町議会だより 53 号（平成 20 年 11 月） 2



3 ちゃたん町議会だより 53 号（平成 20 年 11 月）



町
税
の
徴
収
率
ア
ッ
プ
は

町
税
の
収
入
未
済
額
が

４
億
２
２
７
９
万
円
余
で
大

き
い
と
思
う
。
年
々
増
え
て

い
く
と
財
政
基
盤
に
も
か
か

わ
る
。
今
後
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
圧
縮
策
を
と
る
の

か
。

新
規
の
滞
納
者
は
納
税

相
談
を
し
っ
か
り
行
う
。
累

積
の
滞
納
者
は
財
産
の
調
査

等
を
実
施
し
納
付
能

力
の
あ
る
滞
納
者
に

つ
い
て
は
預
金
等
の

差
し
押
さ
え
を
積
極

的
に
行
う
。

ま
た
、
徴
収
担
当

職
員
は
県
や
中
部
地

区
税
務
研
究
会
、
税

収
部
会
が
実
施
す
る

研
修
を
積
極
的
に
受

講
し
て
徴
収
技
術
を

磨
き
徴
収
率
向
上
に

努
力
す
る
。

本
町
の
財
政
の
見
通
し
は

財
源
の
内
訳
で
自
主
財

源
の
内
訳
が
47
％
か
ら
60
％

台
に
伸
び
て
い
る
が
そ
の
要

因
と
今
後
の
見
通
し
は
。

平
成
19
年
度
を
大
き
く

左
右
し
た
の
は
不
動
産
売
払

収
入
が
最
も
大
き
な
理
由
。

町
税
の
伸
び
も
顕
著
で
あ
り

今
後
も
伸
び
て
い
く
と
予
測

し
て
い
る
。

不
動
産
売
払
収
入
に
つ
い

て
は
今
後
も
土
地
の
処
分
等

が
あ
る
が
、
臨
時
的
な
収
入

で
自
主
財
源
比
率
の
安
定
的

な
伸
び
は
町
税
の
伸
び
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
本
町
の
財
政
の
見
通

し
は
現
在
の
家
屋
、
マ
ン
シ

ョ
ン
等
の
建
設
も
見
込
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
の

建
設
も
予
定
さ
れ
て
お
り
今

後
、
順
調
に
伸
び
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

発
掘
調
査
費
は
な
ぜ
委
託

埋
蔵
文
化
発
掘
調
査

費
、
直
営
６
５
０
０
万
円
、

民
間
委
託
１
億
２
４
０
０
万

円
余
だ
が
、
民
間
委
託
し
た

理
由
と
民
間
委
託
で
町
内
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
用
は
。

民
間
委
託
の
理
由
は
発

掘
調
査
の
量
が
多
く
期
限
が

限
ら
れ
お
り
、
職
員
の
対
応

が
厳
し
い
こ
と
が
大
き
な
要

因
。本

町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
活
用
は
延
べ
時
間
に

し
て
１
千
１
２
４
時
間
、
人

数
に
し
て
毎
月
10
人
か
ら
40

人
ほ
ど
の
業
務
で
直
営
の
部

分
で
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
。

学
校
給
食
の
安
全
は

学
校
で
の
食
の
安
全
の

問
題
が
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

て
い
る
。
学
校
給
食
で
使
っ

て
い
け
な
い
事
故
米
を
使
っ

た
で
ん
粉
を
使
用
し
た
厚
焼

き
玉
子
が
提
供
さ
れ
た
と
報

道
さ
れ
た
が
、
平
成
19
年
度

事
業
で
学
校
現
場
の
実
態
に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
伺

う
。

兵
庫
県
、
奈
良
県
、

三
重
県
、
富
山
県
、
長

野
県
、
福
島
県
、
千
葉

県
等
の
学
校
給
食
で
事

故
米
で
ん
粉
を
使
用
し

た
厚
焼
き
玉
子
が
供
給

さ
れ
た
と
の
報
道
が
さ

れ
た
が
沖
縄
県
へ
の
供

給
が
な
さ
れ
た
と
の
報

道
は
な
い
。

実
際
に
厚
焼
き
玉
子

は
給
食
と
し
て

出
し
て
い
る
が

そ
の
厚
焼
き
玉

子
が
事
故
米
に

由
来
す
る
か
ど
う
か

の
調
査
は
行
っ
て
な

い
。

入
湯
税
に
つ
い
て

入
湯
税
の
減
っ
た
要
因

は

入
湯
者
の
総
数
に
対
し

て
課
税
入
湯
者
の
割
合
が
20

パ
ー
セ
ン
ト
減
に
な
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
総
入
湯

数
は
20
パ
ー
セ
ン
ト
増
に
な

っ
て
い
る
が
、
課
税
免
除
の

町
外
の
65
歳
以
上
の
方
が
６

倍
ほ
ど
伸
び
て
い
る
。
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決
算
審
査
（
一
般
会
計
） 

　
　
質
疑
応
答
（
要
旨
） 

宮城の高層住宅建設

民間委託された発掘調査

町外から多くの利用者が訪れるちゅらーゆ



医
療
費
の
高
騰
の
原
因
は

平
成
19
年
度
北
谷
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
保
険
給
付
費
８
・
45
％
、

高
額
療
養
費
14
・
１
％
、
老

人
保
健
拠
出
金
32
・
82
％
が

軒
並
み
大
幅
ア
ッ
プ
、
そ
の

理
由
は
。

歳
出
総
額
の
52
・
４
％

を
占
め
る
の
が
保
険
給
付
費

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
医
療

費
の
高
騰
が
最
大
の
理
由
。

そ
の
中
身
は
ど
う
い
う

疾
病
で
ど
の
よ
う
な
扱
い
で

高
騰
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

だ
け
の
お
金
が
必
要
か
伺
う
。

医
療
費
を
高
騰
さ
せ
て

い
る
疾
病
の
中
身
は
生
活
習

慣
病
で
こ
の
ま
ま
医
療
費
の

増
額
が
続
い
て
い
く
と
保
険

財
政
そ
の
も
の
が
危
な
い
こ

と
か
ら
、
国
は
特
定
検
診
、

特
定
保
健
指
導
を
強
力
に
推

し
進
め
て
い
る
。
特
に
、
特

定
検
診
は
５
年
後
に
は
検
診

受
診
率
33
％
を
達
成
し
な
い

市
町
村
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

額
が
課
せ
ら
れ
、
本
町
が
達

成
で
き
な
け
れ
ば
、
約
８
０

０
０
万
円
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

額
が
課
せ
ら
れ
る
。
今
後
特

定
保
健
指
導
を
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
こ
と
と
、
特
定
検

診
の
受
診
率
を
上
げ
て
い
く

取
組
が
問
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
保
健
事
業
を
強

化
す
る
こ
と
や
、
非
常
に
有

効
な
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
本
町

の
考
え
を
伺
う
。

医
療
費
を
上
げ
て
い
る

原
因
は
何
か
に
つ
い
て
研
究

し
、
訪
問
指
導
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
保
健
事
業
に
携
わ
る

者
が
、
調
査
研
究
し
て
医
療

費
の
抑
制
に
努
め
て
い
く
。
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決
算
審
査
（
特
別
会
計
） 

　
　
質
疑
応
答
（
要
旨
） 

特定検診を受けて生活習慣病対策を

特定保健指導とは 

特定保健診査を受診された方全員に対して、健康状態や生活

状態に応じたサポートを効果的に実施するため、各自の健康

状態に応じて３つのレベル（階層）に分けて医師・保健師・

管理栄養士等の専門家が保健指導を行います。 

平成19年度特別会計決算 平成19年度特別会計決算 認　定 

平成19年度水道事業会計決算 認定 平成19年度水道事業会計決算 認定 

認　定 

歳　入　総　額 歳　出　総　額 会　計　区　分 

会　計　名 決　算　額 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

当年度未処分利益剰余金 

 

減債積立金 

減債積立金とは 

　将来の企業債償還に充当するために 

　利益から積み立てた金額 

1億2,633万9,030円 
 

1億2,633万9,030円 

8億6,619万8,896円 

7億3,787万14円 

4,407万7,400円 

1億3,051万2,452円 

35億7,717万7490円 

15億9,581万8481円 

7億8,894万2387円 

35億4,952万9,372円 

15億3,859万1,682円 

7億5,666万9,292円 

国　民　健　康　保　険 

老　　人　　保　　健 

公 共 下 水 道 事 業 

平成19年度水道事業剰余金の処分について 
　　　　　　　　　　　（可決） 



　議会広報調査特別委員会では、平成７年３月定例議会の様子を「議会だより」でお伝えして以来、これま

で52号発行してまいりました。 

　どなたにも「わかりやすい、読みやすい」紙面づくり……をモットーに毎回編集しておりますが、町民の

皆様にどのように読まれ、何を期待されているか広くご意見やご感想をお聞きし、今後の「議会だより」に

活かしたいという目的で実施しました。 

アンケート実施メモ 

●記入用紙13,000枚を印刷、全世帯へ配付 

●回収の方法　町内の全公民館や生涯学習プラザ等17か所で設置した応募箱とファクシミリや郵送でも受付 

●募集期間　８月の約一か月間、応募者は134人 

アンケート用紙に記入いただいた町民の皆様、ありがとうございました。 

（１）議会だよりをよんでいますか。 

　　①毎回読んでいる 

　　②時々読んでいる 

　　③読んだことがない 

（２）内容について伺います 

　　①全体的に詳しく読んでいる 

　　②興味のある記事のみ読む 

　　③大きな見出しや写真を見る程度 

（３）各定例議会のようすがわかりますか。 

　　①よくわかる 

　　②だいたいわかる 

　　③わかりにくい　　④その他（　　　　　　　） 

（４）あなたの必ず読むページは。（複数可） 

　　①定例議会の議事の紹介 

　　②抗議決議・意見書　　　③読者からの声 

　　④一般質問　　　　　　　⑤特集記事等 

　　⑥その他（　　　　　　） 

議会だよりアンケート 
★あてはまるものを１つ選んで○をつけてください。 

　回答される方は 

男・女　10代・20代・30代・40代・50代・ 

　　　  60代・70代・80代以上 

 

アンケート用紙 場所別アンケート回収結果 

上勢区公民館 

桃原区公民館 

栄口区公民館 

桑江区公民館 

謝苅区公民館 

北玉区公民館 

宇地原区公民館 

北前区公民館 

宮城区公民館 

砂辺区公民館 

美浜区公民館 

生涯学習プラザ 

商工会 

老人福祉センター 

保健相談センター 

１F総合案内 

ＦＡＸ 

郵　送 

　　合　計 

1 

3 

2 

0 

5 

9 

0 

27 

27 

8 

13 

10 

15 

1 

2 

6 

4 

1 

134

合　計 応募総数 

24人 

31人 

79人 

134人 

年 代 別 

1人 

5人 

7人 

22人 

30人 

36人 

19人 

8人 

6人 

134人 

　男 

　女 

未回答 

合　計 

10代 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

80代以上 

未回答 

合　計 

質問１「どの位読まれているか」 

毎回読んでいる人47％で、時々44％で、 
両方合わせると91％の人に読まれている。 

質問３「議会の様子がどの位わかるか」 

・だいたいわかる人は67％で、よくわかる 
　10％で、両方あわせると77％の人が議会 
　の様子がわかると回答している。 
・わかりにくいと回答した人も16％いる。 

質問２「内　容」 

・詳しく読んでいる人は24％で、興味のある 
　記事を読んでいる人は54％。 
・大きな見出し、写真を見る程度の人も16％いる。 
（興味のある記事は、何か…がポイントと考える） 

①毎回読ん 
でいる 
62人  47％ 

①全体的に 
詳しく読ん 
でいる 
32人  24％ 

①よくわかる 
14人  10％ 

②興味のある 
記事のみ読む 
73人  54％ 

②だいたいわかる 
88人  67％ 

②時々読 
んでいる 
59人  44％ 

③読んだ 
ことがない 
　11人  8％ 

③大きな見出し 
や写真を見る 
程度 
21人  16％ 

③わかり 
にくい 
22人  16％ 

④未回答 
　２人  1％ 

④未回答 
　８人  6％ 

⑤未回答10人  7％ 
④その他 
　0人  0％ 

アンケート結果の報告 アンケート結果の報告 アンケート結果の報告 
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質問４「必ず読むページ」 

①定例議会の議事の紹介…39人 

②抗議決議・意見書…39人 

③読者からの声………26人 

④一般質問……………88人 

⑤特集記事等………19人 

⑥その他……………５人 

⑦未回答……………50人 

町民の皆様からお寄せいただいた、ご意見・ご感想 
 

・公選法や道交法違反を伝える報道を読み、町議員のレベルの低さにがっかりした。（70代　男） 

・質疑応答は要約されているが、町当局の答弁で分かりにくい面がある。質問の内容によっては、

要約せず具体的な回答を載せて。（60代男） 

・議員全員が質問をして下さい。（60代） 

・町議員は町全体の代表だ。自分の地域のみ取り上げず、幅広い視野で町民の声を聞き議員活動を

して。（60代男） 

・選挙の時には頭を下げるが、議員になると頭が高い。ワーキングプアの格差社会、低所得者の目

線にたった質問がない。議員は何を考えているのか。議員の給料は日当制にすべきだ。財政削減

にもつながる。（60代）　 

・町の発展、地域の声を町当局に届けている議員の皆さん、お疲れさんです。これからは、弱者に

優しいまちづくりに尽力して。町民が町に求めていることは何でしょうか。耳を傾けて下さい。

（40代女） 

・毎回興味を持って見ている。最近「広報ちゃたん」のレベルが低い。しっかり頑張れ。（40代男） 

・西海岸で高層マンションの乱立が目立つ。景観条例を作ってもいいのでは。（50代） 

・北海道夕張市を参考にして、財政面で北谷町の情勢を分かり易くして説明して欲しい。徴収すべ

き税金や給食費など未納の経過報告等を一般質問で取り上げ、掲載して欲しい。（40代） 

・一般質問に参加する議員が少ないのでは。地域のことをもっと取り上げて。（60代） 

・読者への心配りがよくわかる紙面、簡潔にまとめられ全項目に目を通せる。（80代男） 

・介護や医療保険も取りすぎ、花火も上げすぎ。無駄な金は使わないで。（80代） 

・老人に住みよいまちづくりをして。（70代　女） 

・一般質問のページは横書きが読みやすい。全ページ横書きはできないのですか。（50代女） 

・写真説明に物足りなさを感じる。（60代男） 

アンケート結果の報告 アンケート結果の報告 
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北
谷
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

　
平
成
20
年
9
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
お
い
て
、
議
員
の
報
酬
の
支
給
方
法
等
に
関
す
る
規
定
を
他
の
行

政
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
の
支
給
方
法
に
関
す
る
規
定
か
ら
分
離
す
る

と
と
も
に
、
報
酬
の
名
称
が
議
員
報
酬
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
員

の
報
酬
等
に
関
す
る
規
定
を
分
離
し
制
定
。
新
た
に
制
定
し
た
条
例
の
中

で
報
酬
の
名
称
を
「
議
員
報
酬
」
と
す
る
。
 

北
谷
町
特
別
職
に
属
す
る
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用 

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
係
る
規
定
が
個
別
の
条
例
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

併
せ
て
、
現
行
か
ら
特
別
職
に
属
す
る
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
規
定
を
分
離
し
制
定
す
る
。
 

北
谷
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に 

つ
い
て 

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
北
谷
町
議
会
議
員
及
び
特
別
職
に

属
す
る
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
条
例
で
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
、
現
行
か
ら
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

規
定
を
分
離
し
制
定
す
る
。
 

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公 

益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律 

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行 

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て 

北
谷
町
税
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

北
谷
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

主
な
改
正
の
要
点
 

　
個
人
住
民
税
に
お
い
て
 

○
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
（
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
）
の
見
直
し
。
 

○
控
除
対
象
寄
附
金
の
拡
大
。
 

○
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
創
設
。
 

○
上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
及
び
配
当
に
係
る
軽
減
税
率
の
廃
止
並
び

に
譲
渡
損
失
の
損
益
通
算
の
特
例
の
創
設
が
規
定
。
 

固
定
資
産
税
に
お
い
て
 

○
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
等
が
規
定
。
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
、
平
成
20
年
度
4
月
30
日
の
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
制
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
る
形
で
導
入

。
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
へ
貢
献
し
た
い
と
思
う
納
税
者

の
気
持
ち
を
形
に
す
る
た
め
、
都
道
府
県
・
市
町
村
に
寄
附
し
た
場
合
に

、
寄
附
金
の
う
ち
5,
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民

税
所
得
割
の
概
ね
1
割
を
上
限
と
し
て
、
所
得
税
と
合
わ
せ
て
控
除
さ
れ

る
制
度
。
 

　
北
谷
町
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
応
援
す
る
方
々
か
ら
の
寄
附
金
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、
そ
れ
を
財
源
と
し
て
寄
附
者
の
意
志
を
具
体
化
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
当
該
条
例
を
制
定
す
る
。
 

原案 
可決 
原案 
可決 
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美浜地区学習等供用施設工事が着工 

一般会計      3億7千775万5千円増額補正 
予算総額 102億8千836万6千円 
【一般会計】主な内容 

【国民健康保険特別会計】 【公共下水道事業特別会計】 

美浜地区学習等供用施設整備工事（建築）請負契約 

原案可
決 

原案可
決 

【歳入の主なもの】 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税 

県　支　出　金 

財　産　収　入 

繰　　越　　金 

国 庫 支 出 金 

繰　　入　　金 

（569万1千円） 

（4,538万2千円） 

（1,094万3千円） 

（3,884万6千円） 

（2億7,719万1千円） 

（△ 269万9千円） 

（△ 136万6千円） 

【歳出】 

総　務　費 
民　生　費 
労　働　費 
商　工　費 
教　育　費 
諸 支 出 金 
予　備　費 
衛　生　費 
農林水産業費 
土　木　費 

（2千319万1千円） 
（1億6千148万7千円） 
（148万5千円） 
（687万1千円） 
（1千227万5千円） 
（1億7千850万6千円） 
（1千774万6千円） 
（△ 1千6万7千円） 
（△ 1千26万4千円） 
（△ 397万3千円） 

補正前の額 

補　正　額 

予 算 総 額 

31億1千570万4千円 

△544万9千円 

31億1千25万5千円 

 
（△１億６千８４２万１千円） 
（△４０２万７千円） 
（６０１万９千円） 
（１億４千７７９万２千円） 
（１千３１８万８千円） 
 
（△６４７万４千円） 
（△１千２６４万７千円） 
（３３６万９千円） 
（４５２万６千円） 
（６５９万５千円） 

1　契約の目的 
2　契約の方法 
3　契約の金額 
4　契約の相手方 

美浜地区学習等供用施設整備工事（建築） 
指名競争入札による契約 
73,447,500円 
北谷町字上勢頭630番地6 
有限会社　開成建設産業　代表取締役　池味　光輝 

補正前の額 

補　正　額 

予 算 総 額 

8億2千156万6千円 

2千158万4千円 

8億4千315万円 

 

平成20年度特別会計補正予算 

 

　 　  
国 民 健 康 保 険 税  
前期高齢者交付金 
療養給付費交付金 
繰 入 金  
繰 越 金  
 
総 務 費  
老 人 保 健 拠 出 金  
保 険 給 付 費  
後期高齢者支援金等 
基 金 積 立 金  

 
（△６８万９千円） 
（２千２２７万３千円） 
 
 
 
 
（５２５万１千円） 
（１千６３２万８千円） 

　 　  
繰 入 金  
繰 越 金  
 
 
 
 
総 務 費  
予 備 費  

《歳　入》 
 
 
 
 
 
《歳　出》 

《歳　入》 
 
 
 
 
 
《歳　出》 

平成20年度補正予算 

可決 

9 ちゃたん町議会だより 53 号（平成 20 年 11 月）



陳　情 
採択 学校現場の多忙化を解消し、 

「労動安全衛生委員会」の設置を進める陳情。 

　近年、沖縄県の教職員の病気休職者の増加が大きな

問題になり、教育現場や子どもたちに深刻な影響を与

えている。 

　原因は複合・多様的でいろいろ考えられるが、学校

現場の多忙化が主たる原因の一つであることは明らかで、

数年前から問題視されているにもかかわらず有効な対

策がなされていない。 

　学校現場の深刻な勤務実態はますます進行し、子ど

もたちの教育への影響のみならず財政負担も大きなし

わ寄せとなっっている。 

　よって、「労働安全衛生」の体制づくりが急務とな

っている。 

１．市町村教育委員会単位で「労働安全衛生委員会」

の設置を進め、各学校にその体制づくりを進める

こと。 

２．学校におけるメンタルヘルスの要因を調査・分析し、

具体的な施策を早急に講じること。 

採択 「30人以下学級完全実現」のための陳情 

　日本の学校の「１学級40人定数」は国際的に見て異

常な多さであり、教育の困難さを増す大きな原因であ

ることは以前から指摘されてきた。 

　経済格差の拡大による就学援助児童の増加、保護者

の多様なニーズ、子どもの学力格差の拡大等々、教育

現場では困難な状況が表れ、個々に応じたきめ細かい

指導や、ゆとりを持った授業が求められている。 

　「教育は未来への先行投資」であり、子どもたちへ

の最善の教育環境を提供する必要がある「30人以下学

級」の完全実現は急がれる課題である次のことを要請

する。 

１．「30人以下学級」実施の年次計画を示し、計画的

に早期に実現すること。 

２．「30人以下学級」に伴う条件整備（教室等）を計

画的に進めること。 

採択 幼稚園の教育条件整備と臨時職員の待遇改善を求める陳情 

　最近、地方自治体の財政が厳しいとの理由で幼稚園

教諭の臨時が多くなっている。正規職員と全く同じ職

務をこなしながらも重責と相まって臨時職員の多くは

低賃金・劣悪待遇のため、やめざるを得ない場合も多

く見られ、欠員が出る幼稚園もあると報告を受けている。 

　全国的に問題になっている小１プロブレムが沖縄県

ではさほど問題なく小学校教育の順調なスタートが切

れるのは、地域格差なく幼稚園教育が行われてきたこ

とがおおきな要因になっている。 

　沖縄県の教育の土台ともいえる幼稚園教育を守り発

展させるために、次のことを要請する。 

１．幼稚園教諭の定数の枠は、正規採用を薦めること。 

２．臨時職員の待遇改善を図ること。 

　４年間にわたり無免許運転をしたとして書類送検されたことは、町民の信頼と期待を大きく裏切り、議

会の品位と信頼を失墜させた。町民の議会への信頼を回復し、不信を払拭するため、その責任を負って速

やかに議員の職を辞することを強く勧告する。 

可決 可決 
北谷町議会大嶺勇議員に対する 
辞職勧告決議 
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　ヘリ事故から今日まで、深夜までの住宅地上空での旋回飛行訓練をはじめ、度重なるＦ―18戦闘機
の飛来、墜落事故同型機の再配備と要員の増、更に嘉手納空軍と海兵隊の合同即応訓練の実施など
危険性や騒音被害は年々増加している。また、米軍が最も危険と位置付けているクリアーゾーンに
小学校が存在している。 
　北谷町議会は、普天間飛行場は現状のまま適用されてはならない世界一危険な米軍基地であり、
一日も早い危険性除去を日米両政府に対して求めるとともに、安全基準を確立できない普天間飛行
場は直ちに運用を中止し、早期閉鎖･返還を強く抗議･要請する。(一部省略) 
 
１　普天間飛行場の運用を直ちに中止し、危険性の除去を実現すること。 
２　普天間飛行場の早期閉鎖･返還を実現すること。 
 
 

普天間飛行場の危険性の除去及び 
早期閉鎖･返還を求める決議･意見書 

【決議あて先】 駐日米国大使　在日米軍司令官　在日米海兵隊司令官　在沖米国総領事　在日米軍沖縄地域調整官 

【意見書あて先】 内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策） 

　　　　　　　　外務省特命全権大使（沖縄担当）　沖縄防衛局長　沖縄県知事 

　去る10月４日午前２時すぎから、米空軍嘉手納基地所属のＦ―15イーグル戦闘機16機と空中給
油機３機が、周辺自治体の中止要請を無視し深夜から早朝にかけて離陸を行い、砂辺地域で携帯測
定器による目視調査によると午前２時17分と同52分に、108.6デシベルの爆音を記録し、100デ
シベル以上が13回記録するなど多くの住民が安らかな安眠を妨げられた｡ 
北谷町議会は、町民の生命、財産、安全を守る立場から、強く抗議･要請する。（一部省略） 
 
１　運用上の理由や訓練等に伴う深夜･早朝離陸を即時に中止すること。 
２　外来機の飛行状況や訓練内容を速やかに公表すること。 
３　基地の負担軽減を速やかに実施すること。 
４　老朽化、欠陥機と指摘されているＦ―15戦闘機を即時撤去すること。 
 
 
 

Ｆ―15戦闘機及び空中給油機の 
深夜･早朝離陸に対する抗議決議･意見書 

【抗議決議あて先】駐日米国大使　在日米軍司令官　在沖米国総領事　在日米軍沖縄地域調整官　嘉手納基地第18航空団司令官 

【意見書あて先】内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　外務省特命全権大使（沖縄担当）　沖縄防衛局長 

　嘉手納飛行場周辺における飛行訓練などは、騒音による被害だけでなく航空機の墜落事故など
を引き起こす恐れがあるだけに､周辺住民及び県民を絶えず不安に陥れている。 
　常駐機であるＦ―15戦闘機は、度重なる墜落事故などを起こしている。北谷町議会は、住民の生
命､財産､人権及び平穏な生活を守る立場から強く抗議･要請する｡（一部省略）  
１　嘉手納基地における航空機騒音防止規制措置を厳に遵守すること。 
２　嘉手納基地に特化した使用協定の締結に取り組むこと。 
３　度重なる墜落事故を起こし､欠陥機と指摘されるＦ―15戦闘機を即時撤去すること。 
 
 
 

嘉手納飛行場から派生する諸問題の 
解決促進を求める決議・意見書 

【決議あて先】 駐日米国大使　在日米軍司令官　在日米海兵隊司令官　在沖米国総領事　在日米軍沖縄地域調整官 

　　　　　　　　嘉手納基地第18航空団司令官 

【意見書あて先】 内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策） 

　　　　　　　　外務省特命全権大使（沖縄担当）　沖縄防衛局長　沖縄県知事 
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ずばり ずばり 
町政を町政を問う 町政を問う 

土
地
名
義
は
リ
ー
テ
ッ

ク
、
建
物
名
義
は
オ
リ
ッ
ク

ス
と
な
れ
ば
、
公
有
水
面
埋

立
法
第
27
条
第
２
項
第
５
号

「
自
ら
利
用
す
る
こ
と
」
に

違
反
す
る
の
で
は
。

株
式
会
社
リ
ー
テ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
、
構
成
企
業

の
追
加
と
し
て
適
正
な
手

続
の
下
承
認
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。企

業
誘
致
で
は
、
朝

日
、
読
売
、
日
経
等
の
全
国

紙
へ
の
広
告
予
算
を
組
み
な

い
て
は
、
公
表
を
差
し
控
え

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
会
社

名
と
住
所
に
関
し
て
も
、
守

秘
義
務
の
関
係
上
、
答
弁
で

き
な
い
。フ

ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

整
備
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
。

共
同
企
業
グ
ル
ー
プ

北
谷
ブ
ル
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
よ

り
ま
す
と
、
施
工
業
者
に
関

し
て
は
数
社
の
ゼ
ネ
コ
ン
と

協
議
中
で
あ
り
、
設
計
業
者

に
関
し
て
は
、
現
在
、
設
計

監
修
を
担
当
し
て
い
る
フ
ォ

ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ

ニ
ー
と
今
後
決
定
さ
れ
る
ゼ

ネ
コ
ン
が
実
施
設
計
を
行
う

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

施
主
に
つ
い
て
は
、
土
地
の

所
有
者
で
あ
る
株

式
会
社
リ
ー
テ
ッ

ク
と
合
同
会
社
ブ

ル
ー
リ
ゾ
ー
ト
が

予
定
さ
れ
て
い

る
。

共
立
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
カ
ー

ニ
バ
ル
パ
ー
ク

は
、
町
の
売
却
処

分
か
ら
10
年
を
経

て
な
い
。
転
売
を
認
め
た
の

は
問
題
で
は
な
い
か
。

公
有
水
面
埋
立
法
第

27
条
で
は
、
埋
め
立
て
免
許

を
受
け
た
者
は
、
竣
工
認
可

の
告
示
日
に
お
い
て
、
埋
立

地
の
所
有
権
を
取
得
し
、
告

示
の
日
か
ら
起
算
し
て
10
年

間
ま
で
は
所
有
権
の
移
転
等

は
県
知
事
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
、
ま
た
、
第
９
条
で
、

指
定
期
間
が
満
了
す
る
ま
で

は
売
買
土
地
の
第
三
者
へ
の

譲
渡
を
禁
止
す
る
。
た
だ
し
、

指
定
用
途
に
供
す
る
も
の
と

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
書
面
に

よ
る
承
認
を
得
た
場
合
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
と
規
定
し

て
い
る
等
、
問
題
は
な
い
。

代
表
企
業
が
変
わ
れ
ば
公
有
水
面
埋
立
法
に

違
反
す
る
の
で
は

こ
れ
ま
で
通
り
変
更
は
な
い

大嶺　勇 議員

が
ら
、
な
ぜ
実
施
し
な
か
っ

た
か
。

予
算
の
効
率
的
な
執

行
と
効
果
的
媒
体
を
選
定
し

活
用
し
た
。
県
外
に
対
し
て

は
、
ホ
テ
ル
の
業
界
紙
・
専

門
誌
で
、
県
内
に
お
い
て
は

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
地
元
新
聞
２

社
に
掲
載
し
、
結
果
と
し
て

事
業
説
明
会
、
参
画
企
業
は

１
０
０
社
以
上
あ
り
、
事
業

社
登
録
企
業
は
32
社
を
受

付
、
宣
伝
効
果
は
十
分
あ
っ

た
と
評
価
し
て
い
る
。

平
成
年
月
の
公
募
に

参
加
し
た
県
外
業
者
、
町

内
以
外
の
県
内
業
者
の
会

社
名
と
住
所
を
伺
う
。

原
則
的
に
募
集
要
項

に
記
載
し
た
事
項
以
外
に
つ

基
本
健
康
診
査
受
診
率

を
改
善
す
る
取
組
は
。

本
町
の
40
歳
以
上
の
受

診
率
は
、
平
成
18
年
度
16
・

７
％
で
県
平
均
を
下
回
る
。

受
診
率
改
善
に
向
け
看
板
の

設
置
や
案
内
ビ
ラ
の
配
布
、

未
受
診
者
に
対
し
郵
送
に
よ

る
再
通
知
を
行
っ
た
。
19
年

度
受
診
率
19
・
３
％

心
の
健
康
づ
く
り
対

策
は
。健

康
ち
ゃ
た
ん
21
に

基
づ
き
「
心
の
相
談
窓
口
」

第
四
次
北
谷
町
総
合
計
画
の
中
で
受
診
率
は

受
診
率
の
向
上
策
に
つ
い
て
は
、
勉
強

し
直
し
取
組
た
い

目取眞肇 議員

の
開
設
、
「
健
康
相
談
」
、

専
門
家
に
よ
る
「
ス
ト
レ

ス
相
談
」
を
行
っ
て
い
る
。

町
内
所
在
の
事
業
所

数
、
従
業
員
数
の
推
移
は
。

平
成
３
年
で
事
業
所
数

は
９
２
５
。
従
業
員
数
は
５

９
３
２
人
。
平
成
18
年
は
事

業
所
数
１
３
８
１
。
従
業
員

数
１
１
２
０
９
人
で
あ
る
。

町
内
の
若
年
者
失
業

率
を
改
善
す
る
取
組
は
。

雇
用
機
会
の
創
出
、

拡
大
と
求
職
者
支
援
に
つ
い

て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

地
区
へ
の
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
機
会
の
拡
大
、
若
年
労

働
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

は
、
中
学
生
の
職
場
体
験
学

習
等
を
行
っ
て
い
る
。

フィッシャリーナ整備事業の予定地

←
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町
内
の
待
機
児
童
解

消
に
向
け
て
の
取
組
は
。

第
１
保
育
所
の
新
築

移
転
で
保
育
定
員
は
増
え

た
が
、
依
然
待
機
児
童
は

微
増
し
て
い
る
。
子
育
て

家
庭
支
援
モ
デ
ル
事
業
等

で
更
な
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

認
可
外
保
育
所
の
認

可
化
に
向
け
た
取
組
は
。

当
面
は
、
既
存
認
可

園
の
定
員
増
を
図
り
な
が

ら
、
本
町
の
就
学
前
児
童

の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
新

た
な
認
可
園
の
創
設
が
可

能
か
検
討
し
た
い
。

今
後
の
保
育
所
整
備

目
標
を
伺
う
。

今
年
度
、
美
浜
保
育

所
の
全
面
補
修
や
老
朽
化

し
た
保
育
所
に
つ
い
て
は

施
設
の
統
合
、
認
可
保
育

園
の
創
設
等
を
含
め
、
調

査
研
究
を
し
て
い
る
。

今
回
の
結
果
を
行
政

に
ど
う
活
か
す
か
。

確
か
な
学
力
向
上
の

取
組
方
法
や
体
制
等
改
善

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
に

努
め
た
い
。

中
学
校
数
学
の
平
均

正
答
率
の
落
ち
込
み
へ
の

対
策
は
。課

題
を
明
確
に
し
、

指
導
法
を
改
善
す
る
た
め
、

小
中
学
連
携
事
業
を
推
進

し
て
い
る
。

学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
は
。

町
や
各
学
校
単
位
で

学
力
向
上
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
早
寝
・
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
、
家
庭
学
習
の

習
慣
化
等
を
実
践
し
て
い

る
。

保
育
所
の
取
組
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

町内の認可保育園

町
内
の
認
可
外
保
育
園

数
と
入
所
児
童
数
は
。

平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
、
施
設
数
は
21
、
児
童

数
は
７
３
７
人
で
あ
る
。

認
可
化
促
進
し
た
場

合
の
待
機
児
童
の
解
消
は
。

有
効
な
方
法
と
し
て
、

入
所
定
員
の
拡
大
と
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
促
進

が
最
善
の
方
策
で
あ
る
。

し
か
し
、
認
可
化
す
る
に

は
施
設
基
準
や
財
政
負
担

等
検
討
課
題
も
多
く
、
今

後
検
討
し
た
い
。

認
可
外
保
育
園
へ
町

独
自
の
基
準
を
つ
く
り
給

食
費
助
成
額
を
拡
充
で
き

な
い
か
。

町
外
か
ら
通
園
す
る

施
設
の
整
備
で
市
町
村
に

助
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

三
沢
市
で
も
日
常
的
な
騒

音
へ
の
苦
情
は
あ
り
、
夜

間
離
着
陸
訓
練
の
中
止
を

米
軍
に
要
請
し
て
い
る
。

町
立
幼
稚
園
の
正
職

員
と
臨
時
職
員
及
び
嘱
託

員
の
割
合
は
。

平
成
20
年
度
で
は
、

町
幼
稚
園
職
員
総
数
20
人

の
う
ち
臨
時
職
員
は
７
人

で
、
全
体
の
35
％
と
な
っ

て
い
る
。臨

時
や
嘱

託
員
を
民
間
会
社

に
転
籍
す
る
「
派

遣
職
員
制
度
」
導

入
の
可
能
性
は
。

現
段
階
で

は
、
考
え
て
い

な
い
。

報
道
で
、

不
発
弾
処
理
費

用

に

つ

い

て

「
政
府
が
９
割
程
度
負
担
す

る
制
度
を
検
討
」
と
あ
っ

た
が
、
９
割
補
助
を
受
け

た
場
合
の
負
担
額
は
。

平
成
19
年
度
不
発
弾

処
理
は
３
件
行
わ
れ
、
処

理
費
用
は
２
２
４
万
円
支

出
し
た
。
国
か
ら
５
割
措

置
さ
れ
る
の
で
町
負
担
は

１
１
２
万
円
で
あ
る
。
９

割
補
助
が
適
用
さ
れ
た
場

合
、
19
年
度
実
績
試
算
で

町
負
担
額
は
、
22
万
４
千

円
と
な
る
。

認
可
外
保
育
園
へ
の
支
援
は

内
科
や
歯
科
検
診
、牛
乳
代
等
を
現
物
支
給

今
年
度
は
、
米
代
に
つ
い
て
も
助
成

渡久地政志 議員

児
童
も
多
く
、
21
園
の
う

ち
９
園
は
外
国
人
向
け
の

施
設
で
、
町
内
在
住
の
児

童
は
全
入
所
児
童
数
の
３

割
弱
と
い
う
状
況
を
考
え

る
と
、
町
独
自
の
財
源
で

給
食
費
の
助
成
は
厳
し
い
。

８
月
に
在
日
米
軍
司

令
官
の
表
敬
訪
問
、
三
沢
基

地
視
察
等
の
成
果
を
伺
う
。

横
田
基
地
の
表
敬
は
、

嘉
手
納
基
地
の
米
軍
機
騒

音
問
題
に
つ
い
て
在
日
米

軍
ト
ッ
プ
の
司
令
官
が
認

識
を
深
め
た
も
の
と
考
え
、

今
後
の
飛
行
運
用
に
期
待

し
て
い
る
。
三
沢
基
地
で

は
、
騒
音
が
著
し
く
う
る

さ
い
地
域
と
し
て
指
定
さ

れ
た
第
２
種
90
デ
シ
ベ
ル

区
域
内
に
対
す
る
集
団
移

転
先
地
助
成
事
業
が
あ
り
、

道
路
や
水
道
な
ど
の
公
共

三
市
町
連
絡
協
議
会
に

つ
い
て

臨
時
及
び
嘱
託
員
に

つ
い
て

海上における不発弾処理作業の様子

不
発
弾
処
理
に

つ
い
て

→
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本
町
の
小
学
校
、
中
学

校
の
平
均
正
答
率
は
全
国
及

び
県
内
と
比
べ
て
ど
う
か
。

過
度
な
競
争
や
学
校
の

序
列
化
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
公
表
は
行
わ

な
い
と
し
て
取
り
扱
う
。

今
回
の
学
力
テ
ス
ト

の
成
果
と
効
果
は
。

学
力
を
支
え
る
部
分

に
お
い
て
、
最
後
ま
で
取
組

も
う
と
す
る
粘
り
強
さ
が
み

ら
れ
る
。
特
に
記
述
式
の
問

題
で
、
昨
年
度
ま
で
の
無
解

答
が
改
善
さ
れ
る
。
次
に
、

確
か
な
学
力
の
向
上
に
対
す

る
取
組
体
制
が
各
小
中
学
校

で
確
立
さ
れ
る
。
教
頭
、
学

対
主
任
研
修
会
で
各
小
中
学

校
が
自
校
の
全
国
学
力
・
学

に
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。

今
後
、
学
力
向
上
の

た
め
、
教
育
委
員
会
と
し
て

の
施
策
、
実
施
は
。

教
育
委
員
会
は
各
学

校
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
の
分
析
、
考
察
に

基
づ
く
対
応
策
へ
の
支
援
を

行
う
た
め
、
北
谷
町
学
力
向

上
対
策
推
進
要
綱
の
中
に
、

学
校
改
善
支
援
プ
ラ
ン
を
位

置
付
け
、
次
の
三
つ
の
改
善

の
視
点
で
推
進
し
て
い
く
。

一
つ
目
に
、
確
か
な
学
力
を

育
む
た
め
の
授
業
改
善
を
図

る
。
二
つ
目
に
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
。

三
つ
目
に
、
教
師
、
保
護
者
、

地
域
と
と
も
に
考
え
実
践
す

る
。
具
体
的
に
は
教
頭
、
学

対
担
当
者
会
、
研
究
主
任
会
、

幼
・
小
・
中
相
互
連
携
事

業
、
教
育
委
員
に
よ
る
学
校

訪
問
、
県
教
育
委
員
会
が
実

施
す
る
学
対
訪
問
、
校
内
研

修
会
で
の
主
事
要
請
訪
問
、

問
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
配

備
、
諸
検
査
、
調
査
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
を
受
け
る

児
童
生
徒
は
何
人
か
。

平
成
19
年
度
の
小
学

校
で
の
要
保
護
13
人
、
準
要

保
護
が
２
２
３
人
、
計
２
３

６
人
。
中
学
校
に
お
い
て
は
、

要
保
護
が
13
人
、
準
要
保
護

が
１
２
８
人
、
合
計
１
４
１

人
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
の
公
表
は

公
表
は
行
わ
な
い

習
状
況
調
査
の
結
果
を
受
け

た
授
業
方
法
の
改
善
に
向
け

て
の
取
組
や
計
画
に
つ
い

て
、
情
報
を
共
有
し
て
お
り
、

取
組
体
制
が
改
善
さ
れ
る
。

県
内
に
お
い
て
は
、

各
自
治
体
と
も
に
学
力
向
上

の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
と
施

策
を
掲
げ
て
取
組
ん
で
こ
ら

れ
た
と
思
う
が
、
結
果
と
し

て
表
わ
れ
て
な
い
。
教
育
委

員
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
、
分
析
す
る
か
。

町
の
調
査
か
ら
授
業

等
に
お
い
て
誉
め
ら
れ
た
と

い
う
経
験
の
あ
る
児
童
生
徒

が
昨
年
度
よ
り
も
増
加
し
て

お
り
、
各
校
が
指
導
方
法
の

改
善
に
取
組
ん
だ
こ
と
も
一

因
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、
学
力
を
支
え
る

力
と
し
て
児
童
生
徒
の
基
本

的
生
活
習
慣
が
向
上
す
る
。

学
校
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ

と
で
、
家
庭
・
地
域
、
関
係

機
関
と
の
連
携
協
力
を
さ
ら

学力テストの結果を伝える新聞各紙

西
海
岸
一
帯
の
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
や
米
軍
人
等
向

け
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
等
の

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
関
し
て
、

当
局
の
対
応
は
。

景
観
の
確
保
や
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
各
種
規
制
、

誘
導
を
検
討
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導

入
も
調
査
研
究
し
た
い
。

今
後
の
予
測
と
、
減

量
化
に
つ
い
て
計
画
は
。

平
成
33
年
度
に
は
、

家
庭
系
ご
み
が
年
間
７
千

５
６
１
ト
ン
、
事
業
系
ご

み
が
年
間
７
千
２
９
ト
ン

の
予
測
。

家
庭
系
・
事
業
系
ご
み

１
人
１
日
当
た
り
の
排
出

量
を
平
成
28
年
度
ま
で
に
、

対
平
成
12
年
度
比
較
で

30
％
削
減
を
目
標
と
す
る
。

事
業
系
ご
み
の
実
態

と
対
策
は
。

可
燃
ご
み
４
千
９
６

３．

６
３
ト
ン
、
不
燃
ご

み
が
３
１
３．

３
７
ト
ン

で
平
成
18
年
度
の
搬
入
量

と
比
較
す
る
と
可
燃
ご
み

１
６．

９
ト
ン
、
不
燃
ご

み
３
２．

１
３
ト
ン
と
な

る
。
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
に
定
め
た
事
業
者

の
ご
み
発
生
及
び
排
出
抑

制
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
た
ち
の
給
食

に
対
す
る
助
成
は
。

受
益
者
負
担
の
点
で
、

考
え
て
な
い
。

安
全
・
安
心
の
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
は

都
市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
等
に
基
づ

き
住
環
境
整
備
を
進
め
る

中村重一 議員

ご
み
減
量
対
策
に
つ
い
て

原
材
料
費
の
値
上
げ
と
学
校

給
食
費
は

與儀朝　 議員 

←
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着
工
及
び
完
成
、
開
業

時
期
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

現
在
、
建
物
の
建
設
に

つ
い
て
ゼ
ネ
コ
ン
で
協
議
中

で
年
内
に
は
決
定
さ
れ
明
確

に
な
る
。
平
成
21
年
８
月
に

着
工
し
、
約
16
か
月
の
工
期

を
経
て
平
成
23
年
２
月
の
開

業
予
定
。ホ

テ
ル
の
建
設
・
所

有
・
経
営
・
運
営
企
業
は
。

階
数
・
客
室
数
・
総
工
費

は
。

合
同
会
社
北
谷
ブ
ル

ー
リ
ゾ
ー
ト
と
土
地
所
有
者

は
（
株
）
リ
ー
テ
ッ
ク
。
経

営
は
、
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
、

運
営
は
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
。

ホ
テ
ル
は
Ａ
棟
と
Ｂ
棟
が
あ

前
回
か
ら
何
を
学
び
、

ど
う
取
組
み
そ
の
成
果
は
。

基
本
的
知
識
、
応
用

力
や
基
本
的
生
活
習
慣
等
に

課
題
。
無
解
答
率
が
よ
り
低

く
な
り
物
事
に
取
り
組
む
ね

ば
り
強
さ
な
ど
に
効
果
が
現

れ
る
。

好
成
績
の
上
位
３
県

で
、
共
通
し
て
い
る
点
は
。

家
庭
学
習
。
毎
日
の

朝
食
。
家
で
の
会
話
。

小
学
校
算
数
Ａ
１（
５
）

３
＋
２
×
４
＝
の
正
答
率
、

中
学
校
数
学
Ａ
５（
２
）円
柱

と
円
錐
の
体
積
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
内
平
均
正
答
率
は
。

前
者
は
昨
年
と
比
較

し
て
ほ
ぼ
同
じ
。
後
者
は
、

改
善
。

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
抑
制
は
。

10
項
目
を
参
考
に
ま

ず
一
歩
を
踏
み
出
す
。

町
民
に
対
し
て
の
周

知
方
法
は
。

家
庭
や
事
業
所
へ
広

報
活
動
。
冷
暖
房
の
温
度
設

定
。
節
水
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
。
レ
ジ
袋
や
過
剰

包
装
削
減
。
家
電
製
品
の
節

電
等
々
。児

童
参
加
の
優
秀
作

品
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
作
成

は
。

取
組
を
検
討
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
オ
ー

ク
号
の
「
帆
の
改
修
」
は
。

当
面
は
、
利
用
者
の

安
全
に
配
慮
、
帆
の
収
納

等
は
検
討
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業
に
て
ホ
テ
ル
建
設
の

着
工
の
時
期
は

ゼ
ネ
コ
ン
数
社
と
協
議
中
、
年
内
に
は

決
定
し
た
い

金城紀昭 議員

り
、
Ａ
棟
、
９
階
建
て
４
０

０
室
、
Ｂ
棟
、
４
階
建
て
１

０
０
室
。
外
に
、
３
棟
の
商

業
施
設
を
計
画
。
建
築
工
事

費
は
約
２
１
１
億
円
。

地
元
の
建
設
業
及
び

関
連
業
者
は
、
共
同
企
業
体

に
加
わ
る
の
か
。

両
者
に
委
ね
ら
れ
る
。

地
元
企
業
の
参
画
を
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。

サ
ン
セ
ッ
ト
美
浜
の

今
後
の
利
用
法
と
進
ち
ょ
く

状
況
は
。事

業
予
定
者
の
計
画

と
調
整
を
行
い
サ
ン
セ
ッ
ト

美
浜
跡
地
利
用
事
業
者
と
事

前
協
議
中
。

町
内
の
各
小
・
中
学

校
の
平
均
正
答
率
及
び
前
回

と
の
比
較
は
。

各
教
科
の
平
均
正
答

率
が
低
い
。
学
力
が
低
下
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
は

国道の通過車両　CO2削減が望まれる

米
軍
人
、
軍
属
な
ど

の
居
住
実
態
は
。

居
住
者
総
数
９
千
１

１
６
人
。
施
設
、
区
域
内

居
住
者
は
、
５
千
８
９
３

人
。
施
設
、
域
外
居
住
者

は
、
３
千
２
２
３
人
。

基
地
外
居
住
に
つ
い

て
、
米
軍
、
防
衛
省
の
方

針
と
見
解
は
。

日
米
間
で
定
め
た
こ

と
は
な
い
。
従
来
か
ら
基

地
外
に
居
住
。
米
軍
に
お

い
て
は
、
一
定
の
基
準
を

設
定
し
て
い
る
。

軍
人
、
軍

属
関
係
者
の
所

有
す
る
軽
自
動

車
税
、
自
動
二

輪
の
課
税
の
手

順
は
。

所
有
者
等

に
対
し
、
自
動

車
車
検
書
等
の

提
出
を
求
め
、

登
録
を
確
認
し
、

課
税
す
る
。

必
要
な
環

境
調
査
は
。

返
還
跡
地
を
抱
え
る

関
係
自
治
体
や
県
の
関
係

部
局
と
連
携
し
、
国
の
責

任
に
よ
る
立
入
調
査
を
実

現
し
た
い
。

地
位
協
定
改
定
は
。

軍
用
地
等
の
所
在
す

る
市
町
村
の
長
等
を
も
っ

て
構
成
す
る
軍
転
協
と
、

連
携
し
取
り
組
む
。

学
校
な
ど
の
ク
ー
ラ

ー
等
の
電
気
料
の
補
助
は
。

当
該
施
設
に
か
か
る

基
本
料
金
が
全
額
。
授
業

時
間
に
対
す
る
電
気
料
金

が
10
分
の
９
。

米
軍
基
地
に
か
か
わ
る
問
題
は

地
域
環
境
の
整
備
は

建設ラッシュが続く西海岸高層住宅

家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
た
取
組
は
。

→
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推
進
計
画
は
、
中
間
年

度
で
何
％
位
達
成
さ
れ
て

い
る
か
。

お
お
む
ね
30
％
程
度
の

達
成
状
況
と
考
え
る
。

女
性
の
登
用
が
な
い

委
員
会
や
審
議
会
を
ゼ
ロ

に
す
る
と
あ
る
が
、
現
状

は
。
ま
た
、
主
管
課
と
の

合
議
制
徹
底
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

委
員
会
・
審
議
会
の

総
数
は
30
。
平
成
20
年
４

月
現
在
、
４
つ
の
委
員
会

に
お
い
て
登
用
が
な
い
。

附
機
関
等
の
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
、
総
務
課
へ
合

議
を
行
い
女
性
委
員
の
登

用
に
つ
い
て
担
当
課
へ
情

報
提
供
を
行
い
、
登
用
率

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

内
容
を
充
実
・
発
展

さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
事
業
等
を
取
り

入
れ
る
考
え
は
。

平
成
19
年
度
、
真
栄

田
絵
麻
氏
を
講
師
に
迎
え

講
演
会
を
開
催
し
４
１
０

名
の
方
が
参
加
し
た
。
講

演
会
の
開
催
は
実
行
委
員

会
形
式
で
実
施
さ
れ
、
企

画
立
案
、
実
行
ま
で
の
過

程
に
置
い
て
、
構
成
委
員

や
各
種
団
体
間
の
連
携
及

び
結
束
が
強
ま
り
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
に
な

っ
た
。正

職
員
の
配
置
は
。

男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
は
、
政
策
的
な
特
定

業
務
で
あ
る
た
め
、
嘱
託

員
で
充
分
対
応
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

結
果
に
つ
い
て
、
今

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
の
見
直
し
の
具
体
的

な
施
策
は

48
項
目
の
施
策
中
７
項
目
で
お
お
む
ね

事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る

與那覇美佐子 議員

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

住
宅
防
音
工
事
の
補
助

対
象
外
地
域
並
び
に
ク
ー

ラ
ー
設
置
台
数
基
準
の
見

直
し
を
国
や
県
に
要
請
す

る
考
え
は
。

国
等
へ
対
し
住
宅
防
音

工
事
助
成
措
置
等
の
拡
充

で
き
る
よ
う
要
請
し
た
い
。

町
長
、
教
育
長
を
中

心
に
し
た
協
働
の
協
議
会

を
設
置
し
具
体
的
方
策
を

検
討
す
る
考
え
は
。

教
育
会
議
で
、
今
後
、

調
査
研
究
し
た
い
。

教
育
改
革
に
つ
い
て
。

①
21
年
度
の
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
つ
い
て
、
経

け
大
変
良
い
影
響
が
期
待

さ
れ
る
。
学
校
運
営
は
、

改
定
に
対
応
し
た
教
育
課

程
の
編
成
会
議
や
作
業
に

取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
保
護
者
へ
の
影
響
は
、

よ
り
一
層
の
基
本
的
生
活

習
慣
の
確
立
に
向
け
た
理

解
と
連
携
協
力
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
礎
学
力
向
上
の
取

組
に
つ
い
て
。
①
実
効
性

の
あ
る
施
策
と
成
果
に
つ

い
て
教
育
長
の
所
見
を
伺

う
。
②
児
童
生
徒
の
「
心

の
教
育
」
等
の
向
上
の
た

め
町
独
自
の
教
育
改
革
の

取
組
は
。
③
二

学
期
制
の
成
果

と
課
題
。
ま
た
、

三
学
期
制
に
戻

す
考
え
は
な
い

か
。

①
町
独
自

の
施
策
を
打
ち

出
し
て
取
組
ん

で
い
る
。
②
一

つ
一
つ
の
施
策

を
改
善
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考

え
る
。
③
実
施
か
ら
４
年

目
に
当
た
り
、
円
滑
な
学

校
運
営
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
三
学
期
制
に
戻
す

考
え
は
な
い
。

生
涯
学
習
推
進
体
制

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
進
ち
ょ
く
状

況
は
。ニ

ラ
イ
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
事
業
を
進
め
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
機

能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

住
宅
防
音
工
事
の
基
準
見
直
し
を
要
請
す
る
考

え
は

日
夜
航
空
機
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い

る
現
状
が
あ
り
、
国
等
へ
要
請
し
た
い

亀谷長久 議員

緯
と
主
な
内
容
・
目
的
は
。

②
児
童
生
徒
や
教
職
員
、

学
校
運
営
、
保
護
者
等
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
る
か
。

①
平
成
19
年
11
月
に

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
、
平
成
20

年
１
月
17
日
に
答
申
さ
れ
、

同
年
３
月
に
告
示
。
内

容
・
目
的
は
、
い
か
に
社

会
が
変
化
し
よ
う
と
も
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学

び
、
考
え
、
主
体
的
に
判

断
・
行
動
し
、
よ
り
よ
く

問
題
を
解
決
す
る
資
質
や

能
力
、
自
ら
を
立
志
す
る

他
人
と
共
に
協
調
し
、
他

人
を
思
い
や
る
心
や
生
き

る
力
の
育
成
等
。
②
児
童

生
徒
に
取
っ
て
じ
っ
く
り

と
考
え
る
時
間
を
必
要
と

す
る
理
数
科
教
科
等
の
時

数
が
増
加
し
教
師
に
と
っ

て
も
学
力
の
質
を
向
上
さ

せ
る
授
業
つ
く
り
に
、
向

ニライセンターを中心に生涯学習を推進

教
育
・
文
化
等
の
推
進
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う

←



17 ちゃたん町議会だより 53 号（平成 20 年 11 月）

年
度
は
未
定
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

９
月
12
日
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
た
た
め
、

８
月
29
日
の
新
聞
報
道
の

問
い
合
わ
せ
時
点
に
は
、

間
に
合
わ
ず
未
定
と
い
う

こ
と
で
回
答
し
た
。

個
人
に
応
じ
た
指
導

を
支
援
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
た
と

あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

内
容
は
。

個
人
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
問
題
の
プ
リ
ン
ト
を
容

易
に
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
理
解
さ
せ
る

べ
き
内
容
を
確

実
に
指
導
が
で

き
る
。

学
力
テ
ス

ト
に
つ
い
て
、

無
用
論
や
学
校

の
抽
出
、
数
年

毎
の
実
施
を
求

め
る
声
も
あ
る

が
。

学
校
の
序

列
化
、
過
度
の
競

争
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
に
充
分
配

慮
し
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

就
学
支
援
と
低
学
力

と
の
相
関
関
係
は
。

確
実
な
要
因
、
根
拠

と
は
言
い
難
い
も
の
と
考

え
る
。低

学
力
の
背
景
に
は
、

し
つ
け
を
含
め
た
家
庭
力

の
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

家
庭
に
お
け
る
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習

慣
の
形
成
は
、
課
題
と
捉

え
、
連
携
に
よ
る
改
善
に

努
め
て
行
き
た
い
。

男女共同参画週間パネル展オープンセレモニー

規
模
、
構
造
等
は
。

規
模
は
、
文
部
科
学
省

整
備
必
要
面
積
が
学
級
数

で
決
ま
る
こ
と
か
ら
、
改

築
年
度
は
普
通
学
級
が
18

ク
ラ
ス
、
特
別
支
援
学
級

が
１
ク
ラ
ス
と
見
込
ま
れ
、

整
備
必
要
面
積
は
６，

０

９
８
g
と
な
る
。
構
造
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
て
を
予
定
。

地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

意
見
要
望
等
は
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
る
か
。

地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

意
見
、
要
望
等
は
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
に
よ
り
検
討

し
て
い
く
。

災
害
避
難
場
所
、
耐

震
構
造
等
は
ど
う
な
る
か
。

計
の
中
に
加
味
し
て
検
討

し
て
い
く
。

建
設
は
い
つ
頃
に
な

る
か
。本

年
度
は
砂
辺
住
宅

建
替
え
に
係
る
基
本
計
画

の
策
定
。
基
本
設
計
は
平

成
21
年
度
に
実
施
予
定
。

平
成
22
年
度
に
実
施
計
画

を
行
い
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
24
年
度
に
お
い
て

建
替
え
工
事
を
行
う
予
定
。

需
要
か
ら
勘
案
し
た

規
模
的
な
も
の
は
。

町
営
住
宅
入
居
者
等

に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。

北
谷
町
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン

及
び
町
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
総
合

活
用
計
画
等
の

基
本
を
基
に
し
、

住
宅
の
不
足
戸

数
が
あ
る
。
計

画
と
し
て
40
戸

か
ら
50
戸
の
増

額
を
見
込
む
。

複
合
的
な
機

能
を
持
た
せ
た
住
宅
に
し
て

は
。

児
童
館
等
々
に
つ
い

て
の
活
用
は
、
今
後
、
調

査
研
究
を
進
め
る
。

浜
川
小
学
校
の
建
替
え
は

基
本
設
計
を
12
月
26
日
ま
で
の
日
程
で

進
め
る

洲鎌長榮 議員

地
震
、
津
波
等
の
災

害
に
備
え
る
た
め
、
校
舎

の
屋
上
を
陸
屋
根
と
し
て

計
画
。
構
造
等
に
つ
い
て

も
、
昭
和
57
年
の
改
築
基

準
法
の
改
正
に
準
拠
し
て

実
施
。今

後
の
学
校
生
徒
数

の
推
移
は
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
、
役
場
北
側
部

分
の
解
放
に
伴
う
住
居
等

の
建
設
等
々
も
含
ま
れ
る

と
、
順
次
減
少
状
態
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

未
確
定
不
安
要
素
が
多
く
、

現
状
と
し
て
は
減
少
し
て

い
く
と
認
識
。

ワ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
レ
キ
オ
館
の
よ
う

な
施
設
は
、
今
後
の
基
本

設
計
に
組
み
込
ま
れ
る
か
。

ワ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
及
び
レ
キ
オ
館
は
、

特
色
あ
る
教
育
的
な
財
産

を
持
っ
て
い
る
。
基
本
設

立て替えが予定される町営砂辺団地

町
営
砂
辺
団
地
の
建
替
え
は

→
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近
年
、
保
育
所
や
幼
稚

園
に
お
い
て
、
発
達
の
遅
れ

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
乳
幼
児

の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
状
況
は
。

現
在
、
16
人
が
障
害
児

保
育
を
受
け
、
そ
の
内
９
人

が
発
達
障
害
児
の
幼
児
。
幼

稚
園
に
お
い
て
は
、
障
害
あ

る
園
児
が
１
人
、
発
達
上

「
気
に
な
る
園
児
」
が
15
人
。

入
園
・
入
学
ま
で
の

療
育
、
親
子
通
園
等
の
支

援
が
必
要
と
思
う
が
。

実
施
方
法
等
の
調
査

研
究
が
必
要
。
対
象
児
童

の
保
護
者
へ
の
療
育
支
援

と
し
て
、
希
望
者
に
対
し

親
子
通
園
の
実
施
で
き
る

よ
う
に
調
査
検
討
を
行
う
。

学
校
現
場
の
状
況
と

「
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
」

設
置
状
況
は
。

労
働
安
全
衛
生
委
員

会
の
設
置
義
務
は
な
く
、

本
町
に
労
働
安
全
衛
生
委

員
会
は
設
置
し
て
な
い
。

法
律
と
は
別
に
、
独
自
の

体
制
整
備
が
必
要
に
な
る

と
考
え
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
所
見

は
。

行
政
の
み
な
ら
ず
、

住
民
や
事
業
者
が
日

頃
か
ら
認
識
し
、
自

覚
・
行
動
す
る
こ
と

か
ら
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
は
始
ま
る
と

考
え
る
。

行
動
計
画
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
。

「
地
方
公
共

団
体
実
行
計
画
」
の

年
度
内
策
定
に
向
け

て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

の
登
録
内
容
は
。

保
健
衛
生
課
が
「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

と
し
て
町
内
で
の
登
録
窓

口
。
全
国
事
務
局
か
ら
の

資
料
提
供
等
を
行
う
。

町
内
へ
の
周
知
と

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の

登
録
は
。

加
入
案
内
の
ポ
ス
タ

ー
や
チ
ラ
シ
等
を
町
内
の

小
学
校
や
児
童
館
等
に
配

布
を
し
、
ク
ラ
ブ
登
録
の

案
内
を
行
っ
た
。
現
在
は

町
内
で
１
団
体
が
登
録
。

就
学
前
教
育
の
推
進
、
乳
幼
児
発
達
支
援
等
親

子
通
園
の
必
要
性
は

非
常
に
ニ
ー
ズ
が
高
い
事
業
で
あ
る

玉那覇淑子
ヒ デ コ

議員

早
期
実
現
が
強
く
望

ま
れ
る
が
県
へ
の
働
き
掛

け
や
本
町
の
計
画
は
。

県
の
指
定
と
な
っ
て

お
り
、
積
極
的
に
指
定
を

受
け
て
い
く
。
30
人
学
級

等
の
少
人
数
学
級
の
成
果

を
報
告
し
、
施
策
の
継

続
・
拡
充
を
求
め
る
こ
と

で
県
へ
働
き
か
け
る
。

幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
30
人
以
下
学
級
に

し
た
場
合
の
学
級
数
と
教

員
数
等
予
算
は
。

幼
稚
園
１
ク
ラ
ス
増

加
で
担
任
も
１
人
増
加
。
小

学
校
15
ク
ラ
ス
増
加
で
担
任

も
15
人
増
加
。
中
学
校
10
ク

ラ
ス
で
担
任
も
10
人
増
加
。

幼
稚
園
教
論
１
人
の
給
料
と

26
ク
ラ
ス
の
学
級
増
に
伴
う

校
舎
の
増
築
等
の
予
算
は
、

町
負
担
と
な
る
。

学
力
向
上
と
30
人
以
下
学

級
の
実
現
は

学
校
に
お
け
る
「
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
」
設
置
は

地
球
温
暖
化
防
止
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
抑
制
は

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は

本
町
、
待
機
児
童
の
解

消
は
。平

成
15
年
に
90
人
定

員
・
平
成
19
年
に
75
人
定
員

の
認
可
園
を
創
設
。
当
該
、

既
存
の
認
可
園
の
定
員
の
増

で
弾
力
運
用
を
図
っ
て
い

る
。

サ
ン
ゴ
礁
を
と
お
し

て
環
境
教
育
や
養
殖
サ
ン

ゴ
礁
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催

す
る
考
え
は
。

地
元
漁
業
協
同
組
合

が
実
施
す
る
サ
ン
ゴ
移
植

事
業
に
対
し
て
活
動
の
支

援
や
サ
ン
ゴ
養
殖
及
び
移

植
事
業
の
活
動
等
イ
ベ
ン

ト
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

北
谷
沖
の
サ
ン
ゴ
礁

の
再
生
事
業
に
ど
う
か
か

わ
る
か
。漁

業
協
同
組
合
や
海

業
に
か
か
わ
る
関
係
機
関
と

サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
育
成
の
周

知
方
法
の
取
組
の
協
議
や
養

殖
施
設
の
整
備
に
補
助
す
る

な
ど
、
漁
業
組
合
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
支
援
す
る
。

北
谷
の
海
の
環
境
を

守
る
た
め
利
用
の
ル
ー
ル
や

条
例
が
必
要
と
考
え
る
が
、

漁
業
組
合
と
の
話
合
い
は
。

北
谷
町
公
共
海
面
利

用
調
整
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
本
年
８
月
、
県
水
産
課
、

県
中
部
土
木
事
務
所
及
び
海

上
保
安
庁
が
出
席
し
、
宮
城

海
岸
に
お
け
る
密
漁
の
禁
止

及
び
安
全
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ

ー
海
域
の
確
保
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
た
。
本
町
の

海
岸
や
沿
岸
の
利
用
に
か
か

わ
る
課
題
は
関
係
機
関
と
協

議
す
る
な
ど
し
て
対
処
す

本
町
の
認
可
外
保
育
園
の
認
可
促
進
は

学
児
童
数
の
動
向
を
踏
ま
え
、
新
た
な

認
可
園
の
創
設
が
で
き
る
か
検
討

仲地泰夫 議員

本
町
の
海
の
環
境
問
題
は

←

子育て支援親子通園が望まれる
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北
谷
城
跡
整
備
計
画
は

史
跡
指
定
ゾ
ー
ン
、
歴
史

資
料
館
、
白
比
川
広
場
ゾ

ー
ン
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ゾ

ー
ン
に
区
分
し
て
整
備
す

る
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
在

の
位
置
付
け
は
、
今
後
の

計
画
は
。

平
成
２
年
度
の
北
谷
城

跡
地
整
備
基
本
計
画
策
定

報
告
書
を
踏
ま
え
、
平
成

６
年
３
月
に
作
成
さ
れ
た

基
本
構
想
に
お
け
る
史
跡

指
定
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

北
谷
城
及
び
城
周
辺
の
遺

跡
を
保
存
地
区
と
し
て
、

国
指
定
史
跡
の
指
定
を
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
北
谷
城
は
現
在
、

米
軍
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら

各
自
治
会
と
の
行
政

懇
談
会
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
。
そ
の
後
の
対
応
と

結
果
を
伺
う
。

交
通
、
防
犯
対
策
、

環
境
問
題
、
道
路
の
改
良
、

道
路
や
公
園
の
緑
化
、
健

康
に
関
す
る
事
項
等
、
町

民
の
意
見
、
要
望
等
を
精

査
し
、
早
急
の
対
応
、
新

年
度
の
対
応
、
今
後
、
さ

ら
に
検
討
を
要
す
る
事
項

等
に
区
分
し
対
応
を
図
っ

て
き
た
。
緊
急
の
対
応
は
、

区
内
道
路
を
含
む
道
路
の

維
持
補
修
、
公

園
の
維
持
補
修
、

健
康
器
具
の
全

行
政
区
へ
の
配

置
等
、
平
成
19

年
度
補
正
予
算

に
計
上
し
、
対

応
し
て
き
た
。

東
部
地
域

か
ら
の
要
請
事

項
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。白

比
川
の

改
修
は
、
県
で

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
玉
区
の
公
園
計
画
等
は

用
地
が
絞
り
込
ま
れ
た
。

今
後
、
事
業
説
明
会
等
を

開
催
し
て
い
く
。
Ｙ
ナ
ン

バ
ー
車
両
を
含
む
交
通
量

増
加
対
策
は
、
平
成
19
年

10
月
に
３
日
間
の
交
通
量

調
査
を
実
施
、
沖
縄
警
察

署
へ
も
指
導
取
締
を
依
頼
。

第
２
回
目
の
行
政
懇

談
会
を
開
催
す
る
計
画
は
。

町
民
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
。

機
会
あ
る
ご
と
に
開
催
し

た
い
。

戦
略
的
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
業

田場健儀 議員

整
備
等
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
、
軍
用
地
返
還
の
正
確

な
時
期
の
把
握
と
そ
の
措
置

や
活
用
を
総
合
的
に
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
構
想
を
見
直

し
て
い
き
た
い
。

平
成
２
年
の
北
谷
城

整
備
基
本
計
画
発
注
以
後

平
成
６
年
か
ら
平
成
15
年

ま
で
の
審
議
会
の
開
催
や

基
本
計
画
策
定
作
業
の
内

容
、
回
数
は
。

平
成
３
年
度
に
２
回
、

平
成
４
年
度
に
１
回
、
平

成
５
年
度
に
３
回
の
審
議

会
が
開
催
。
内
容
は
北
谷

城
の
整
備
と
城
を
中
心
と

し
た
周
辺
の
土
地
利
用
等

の
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ

の
意
見
等
を
も
と
に
、
平

成
６
年
３
月
に
、
北
谷
城

史
跡
整
備
基
本
構
想
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成

６
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で

審
議
会
の
開
催
は
し
て
い

な
い
。

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

る
。

嘉
手
納
町
・
読
谷
村

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
水

中
運
動
や
個
人
デ
ー
タ
の
管

理
に
つ
い
て
調
査
し
た
か
。

温
水
プ
ー
ル
の
調
査

は
し
た
。
利
用
者
の
個
人
デ

ー
タ
は
取
っ
て
い
な
い
。

温
水
プ
ー
ル
を
中
心

と
し
た
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
建
設
の
考
え
は
。

建
設
予
定
は
な
く
、

特
に
検
討
し
て
い
な
い
。

子
宮
が
ん
検
診
の
対

象
者
、
人
数
枠
、
予
算
は
。

対
象
は
20
歳
以
上
当

該
年
度
偶
数
年
齢
者
す
べ

て
、
人
数
枠
は
な
い
。
予
算

は
５
８
８
万
８
千
円
計
上
。

子
宮
が
ん
検
診
の
受

診
率
、
県
内
と
の
比
較
推

移
、
受
診
向
上
の
取
組
は
。

平
成
18
年
度
本
町

27
・
４
％
、
県
21
・
５
％
。

実
施
期
間
を
一
月
伸
ば
し
、

未
受
診
者
に
は
再
通
知
を

検
討
。子

宮
頸
ガ
ン
の
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
見
解

は
。

承
認
に
至
っ
て
い
な

い
。

見
解
は
控
え
た
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
実
施

は
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）
検
査
と
は

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
ウ
イ

ル
ス
を
検
査
す
る
も
の
。

北谷城跡の拝所

町
民
の
健
康
づ
く
り
は

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
の

推
進
は

すばらしいサンゴ礁を次世代へ

→
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あなたも町議会を 
傍聴してみませんか？ 

議会の日程についてもホームページでお知らせ致しております。 

北谷町HP 北谷町議会 議会議事録公開 北谷町HP 北谷町議会 議会議事録公開 

北谷町役場 

詳細は北谷町ホームページで 
検索サイトで 

クリック！ 

お問い合わせ●議会事務局 FAX 936-97121936-3382

北谷町ホーム 
ページアドレス http://www.chatan.jphttp://www.chatan.jp

　
沖
縄
県
の
「
観
光
振
興
計
画
」
で
は
二

〇
一
一
年
度
の
入
域
観
光
客
数
七
二
〇

万
人
、
観
光
収
入
六
〇
四
八
億
円
の
目

標
値
が
設
定
さ
れ
、
県
民
が
共
同
に
よ

り
活
き
活
き
と
生
活
で
き
る
自
立
型
経

済
の
構
築
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
北
谷
町
西
海
岸
地
域
に
お
い
て
は
「
安
・

近
・
楽
」
の
空
間
形
成
に
よ
る
都
市
型
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
確
立
さ
れ
た
『
美
浜
ア

メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
』
を
は
じ
め
と
し
、

買
い
物
動
向
調
査
等
で
も
北
谷
町
の
吸

引
力
指
数
は
県
内
ト
ッ
プ
を
維
持
し
、

今
後
と
も
北
谷
町
へ
の
入
域
客
数
の
増

加
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
ど
も
北
谷
町
観
光
協
会
は
、
本
町

へ
の
観
光
客
を
対
象
と
し
た
観
光
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
と
施
設
・
商
品
等
の
満
足
度
等
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
内
宿
泊
施

設
の
規
模
調
査
を
実
施
し
て
県
内
外
か

ら
の
照
会
に
そ
の
情
報
発
信
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
も
吸
引
力
指
数
ト
ッ
プ
を
維
持

し
続
け
、
関
心
や
注
目
を
集
め
る
施
策

と
し
て
『
C
O
2
削
減
』
の
具
体
的
な
取

組
に
期
待
し
、『
環
境
に
も
や
さ
し
い
北

谷
町
』
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

読者からの声 

環
境
に
や
さ
し
い
町
作
り
に
期
待
！ 
環
境
に
や
さ
し
い
町
作
り
に
期
待
！ 

北
谷
町
観
光
協
会 

副
会
長
　

銘
苅
　
昭
彦 

声 

お詫びと訂正 

前
号
の
表
紙
見
出
し
の
条
約
改
正

は
誤
り
で
正
し
く
は
条
例
改
正
で

す
。読
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
気
候
的
に
は
、暑
く
も
寒
く
も
な

い
、
最
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
。先

日
は
、町
内
の
４
小
学
校
で
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
顔
も
、

み
ん
な
元
気
に
明
る
く
楽
し
げ
な

表
情
。家
族
の
応
援
風
景
を
想
い
出

し
ま
す
。 

　
今
回
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
要
約
す
る
余

り
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
」「
地
域
よ

り
町
民
代
表
の
視
点
で
質
問
を
」、「
議

員
全
員
が
質
問
し
て
」
等
、
皆
様
か

ら
の
生
の
声
に
は
、大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
の
質
問
時
間
は
20
分
。ど
の
視

点
で
行
政
を
質
す
の
か
…
、同
時
に
、

限
ら
れ
た
「
議
会
だ
よ
り
」
の
ス
ペ

ー
ス
、各
議
員
お
よ
そ
１
０
０
０
字

を
有
効
に
使
い
質
疑
模
様
を
い
か

に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
か

…
改
め
て
重
い
責
任
を
感
じ
ま
す
。 

　
議
会
で
の
質
疑
の
詳
細
は
、議
会

「
会
議
録
」
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。お
確

か
め
下
さ
い
。
そ
し
て
、
議
場
に
も

足
を
お
運
び
下
さ
い
。
今
後
と
も

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
御
願
い
致
し
ま
す
。 

編
集
委
員
　
金
城
　
紀
昭 


